
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
Ｈ
Ｇ
Ｎ
Ｓ
の
適
応
は
、

①
18
歳
以
上
で
Ｂ
Ｍ
Ｉ
30
未
満
の
Ｏ
Ｓ
Ａ
患

者
②
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
継
続
で
き
な
い
③
薬
物
下

睡
眠
内
視
鏡
検
査
に
て
軟
口
蓋
の
同
心
性
虚

脱
を
認
め
な
い
―
―
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
現
時
点
で
は
医
療
技
術
が
十
分
で

な
く
、
神
経
の
刺
激
部
位
が
定
ま
ら
な
い
な

ど
今
後
の
課
題
が
多
い
た
め
、
術
後
合
併
症

等
に
関
す
る
十
分
な
説
明
と
同
意
が
不
可
欠

な
新
し
い
治
療
法
と
い
え
ま
す
。

睡
眠
学
入
門

…ZZ
Z

快
適
な
眠
り
に
い
ざ
な
う
た
め
に

時
の
体
位
に
対
す
る
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

成
人
Ｏ
Ｓ
Ａ
の
重
症
度
分
類
は
睡
眠
ポ
リ

グ
ラ
フ
検
査
（
Ｐ
Ｓ
Ｇ
）
に
よ
り
得
ら
れ
た

無
呼
吸
低
呼
吸
指
数
（
Ａ
Ｈ
Ｉ
）
で
判
断
し

ま
す
。
Ａ
Ｈ
Ｉ
が
５
以
上
15
未
満
の
場
合
は

軽
症
、
15
以
上
30
未
満
で
中
等
症
、
30
以
上

で
重
症
と
な
り
ま
す
。

　

本
邦
に
お
い
て
は
、
軽
症
の
場
合
は
マ
ウ

ス
ピ
ー
ス
（
口
腔
内
装
置
：
Ｏ
Ａ
）
が
治
療

に
用
い
ら
れ
ま
す
。
Ｏ
Ａ
は
歯
科
で
作
成
し

て
く
れ
ま
す
が
、
睡
眠
中
に
装
着
す
る
こ
と

で
下
顎
を
前
方
移
動
さ
せ
、
気
道
が
確
保
さ

れ
ま
す
。
中
等
症
以
上
の
場
合
は
経
鼻
的
持

続
陽
圧
呼
吸
（
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
）
療
法
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
睡
眠
時
、
鼻
に
装
着
し
た
マ

ス
ク
か
ら
適
切
な
圧
力
を
か
け
て
空
気
を
送

り
込
む
こ
と
で
、
気
道
を
広
げ
る
治
療
法
で

す
。
長
期
効
果
と
安
全
性
に
関
す
る
検
証
が

十
分
な
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
ゴ
ー
ル
デ

ン
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
治
療
法
で
す
。
Ｐ
Ｓ
Ｇ

に
て
Ａ
Ｈ
Ｉ
20
以
上
の
場
合
に
保
険
適
応
と

す
。
Ｏ
Ｓ
Ａ
の
治
療
（
表
）
は
、
基
本
的
に

睡
眠
時
の
気
道
を
確
保
す
る
こ
と
が
目
的
に

な
り
ま
す
が
、
重
症
度
に
よ
り
治
療
法
が
異

な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
Ｏ
Ｓ
Ａ
を
悪
化
さ
せ
る
因
子
に
体

重
増
加
や
睡
眠
薬
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
服
用
な

ど
が
あ
る
た
め
、
基
本
的
な
生
活
指
導
と
し

て
栄
養
指
導
や
飲
酒
、睡
眠
薬
に
関
す
る
指

導
が
一
般
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
仰
向
け

で
眠
る
と
Ｏ
Ｓ
Ａ
は
悪
化
す
る
た
め
、
抱
き

枕
等
を
用
い
て
側
臥
位
で
眠
る
な
ど
、
睡
眠

回
は
閉
塞
性
睡
眠
時
無
呼
吸
（
Ｏ
Ｓ

Ａ
）
の
治
療
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

今

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
方
法
は
、
い
ず
れ
も
毎
晩
器
具

を
装
着
す
る
こ
と
で
気
道
が
確
保
さ
れ
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
根
治
的
治
療
と
は
い
え
ま

せ
ん
（
対
症
〈
補
助
〉
療
法
）。
ま
た
外
来

通
院
に
よ
る
治
療
継
続
が
必
要
で
あ
る
こ
と

や
、
器
具
の
装
着
に
よ
る
違
和
感
で
眠
れ
な

い
と
訴
え
る
方
が
み
ら
れ
、
習
慣
化
す
る
ま

で
に
一
定
の
工
夫
が
必
要
な
ケ
ー
ス
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
他
に
、
外
科
的
治
療
で
気
道
を
広
げ

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
そ
の
適
応
は
、

術
後
の
再
発
も
あ
る
た
め
十
分
な
術
前
評
価

が
必
要
で
あ
り
、
治
療
効
果
の
あ
る
症
例
は

限
ら
れ
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
に
は
、
舌
下
神
経
電
気
刺
激

装
置
（
Ｈ
Ｇ
Ｎ
Ｓ
）
の
植
込
み
手
術
の
術
式

な
ど
が
新
た
に
保
険
収
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
舌
下
神
経
を
刺
激
す
る
と
気
道
を
拡
張

す
る
筋
肉
に
も
影
響
が
及
び
、
気
道
の
虚
脱

（collapsibility

）
を
改
善
す
る
こ
と
か
ら

閉
塞
性
睡
眠
時
無
呼
吸
の
治
療
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図 舌下神経電気刺激装置のイメージ

①
口
腔
内
装
置
（
Ｏ
Ａ
）

②
持
続
陽
圧
呼
吸
（
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
）
療
法

③�

外
科
的
治
療
：
口
蓋
垂
軟
口
蓋
咽
頭
形
成
術
（
Ｕ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
）、
鼻
手
術
（
鼻
中
隔
矯
正
術
、
下
鼻
甲

介
切
除
術
、
粘
膜
下
下
鼻
甲
介
骨
切
除
術
な
ど
）

④�

そ
の
他
：
栄
養
指
導
（
減
量
）、
飲
酒
指
導
、
睡

眠
時
体
位
指
導
（
側
臥
位
）、
薬
剤
調
整
（
ベ
ン

ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
睡
眠
薬
の
減
量
・
中
止
）

⑤�

新
し
い
治
療
法
：
舌
下
神
経
電
気
刺
激
装
置

（im
p
la
n
ta
b
le
 h
yp
o
g
lo
ssa

l n
e
rve 

stim
ulation

：
Ｈ
Ｇ
Ｎ
Ｓ
）

閉塞性睡眠時無呼吸
（ＯＳＡ）の治療法
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